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研究成果概要 
平成 22 年度に中古の大気チェレンコフ望遠

鏡（3 m 口径、Davies-Cotton 光学系）を甲南

大学より譲り受け、修理の後宇宙線研究所明野

観測所に設置した（写真は移設後の望遠鏡）。

この望遠鏡は現在国内唯一の大気チェレンコ

フ望遠鏡であり、地上ガンマ線天文台将来計画

の R & D サイトとして利用される。本年度は

主に、望遠鏡駆動系の PC による制御方法の検

討、および、鏡面が劣化していた小型鏡 18 枚のうち一部の再蒸着を行った。次年度もこ

れらの作業を継続し、望遠鏡を高集光効率で天体追尾が可能な状態まで整備する。別途

PeV Explorer 計画（http://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/~tyoshiko/pev_explorer/index-j.html）
用に開発中の低消費電力データ収集システムをこの望遠鏡に導入し、大気チェレンコフ

光の試験観測を行う予定である。他に、CTA 計画用の新型カメラや新型鏡の実地試験を、

この望遠鏡で行うことも計画している。 
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